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平成２９年度 第２回教育研究評議会議事要録 

 
日 時  平成２９年５月１１日（木）１４：００～１６：００ 
場 所  事務局第１会議室 
出席者  三村学長，尾﨑理事，太田理事，袖山理事，影山理事，米倉副学長，佐

川人文社会科学部長，生越教育学部長，折山理学部長，馬場工学部長， 
久留主農学部長，高橋図書館長，木村全学教育機構長，松坂評議員，田
中評議員，蓮井評議員，荒川評議員，小野寺評議員，田内評議員，吉田
評議員，増澤評議員，中石評議員，後藤評議員 

 
議 題 
審議事項 
１ 茨城大学教育研究評議会の評議員について 
２ 茨城大学名誉教授の選考について 
３ 第２期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果(原案)について 
４ 学術振興局内施設・宇宙科学教育研究センターにおける関連学内プロジェク

トの終了及び組織変更について 
５ 理工学研究科における今後の入学定員増に係る取組について 
６ その他 

 
報告事項 
１ 教員の人事について 
２ 平成30年度ポイント配分について 
３ 軍事的安全保障研究に関する検討の開始について 
４ 平成29年度大学ポートレート事業参加に係る意向確認について 
５ 人間文化研究機構国文学研究資料館と地球変動適応科学研究機関(ICAS)との

連携協力に関する協定締結について 
 ６ 茨城大学国際交流委員会細則の一部改正について 
 ７ 購入マニュアル（教員発注）の周知について 
 ８ 茨城大学理学部規程の一部改正について 
 ９ 学内公募プロジェクトについて 
１０ その他 
 
 

議 事 概 要                 
 
Ⅰ 審議事項 
 １ 茨城大学教育研究評議会の評議員について 

学長から，審議願いたい旨の提案があり，資料１に基づき説明があり，審議
の結果，提案のとおり了承された。 

 
２ 茨城大学名誉教授の選考について 

学長から，茨城大学名誉教授称号授与規程第４条の規定に基づき，関係学部教

授会の議を経て推薦のあった候補者１２名の名誉教授称号授与について，審議願

いたい旨，資料２に基づき提案があり，関係学部長から名誉教授選考調書等に基

づき，推薦理由の説明があった。引き続き，茨城大学教育研究評議会規則第５条

第６項の規定に基づき投票を行った結果，１２名の候補者全員に本学名誉教授の

称号を授与することが承認された。 
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３ 第２期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果(原案)について 
学長から，審議願いたい旨の提案があり，横木学長特別補佐から資料３に基

づき説明があり，審議の結果，提案のとおり了承された。 
【主な意見】 

○ 評価結果を向上させるための重要なポイントはどのようなことか。 
○ 「良好」に至らなかった理由はどのようなことか。 

 
４ 学術振興局内施設・宇宙科学教育研究センターにおける関連学内プロジェク

トの終了及び組織変更について 
学長から，審議願いたい旨の提案があり，尾﨑理事から資料４に基づき説明

があり，審議の結果，提案のとおり了承された。 
 

５ 理工学研究科における今後の入学定員増に係る取組について 
学長から，審議事項としているが，理工学研究科における今後の入学定員増

に係る取組について，説明の上，審議したい旨の提案があり，大学戦略・IR室
副室長から資料５に基づき説明があった。 

 
６ その他 

 
 
Ⅱ 報告事項 

１ 平成30年度ポイント配分について 
袖山理事から，資料その他１に基づき報告があった。 

 
２ 軍事的安全保障研究に関する検討の開始について 

尾﨑理事から，資料７に基づき報告があった。 
 

３ 購入マニュアル（教員発注）の周知について 
契約課長から，資料１１に基づき報告があった。 

 
４ 学内公募プロジェクトについて 

学長から，資料１３に基づき報告があった。 
 

５ その他 
・茨城国体2019について，学術企画部長から報告があった。 
・茨城大学創立70周年記念事業実行委員会の開催について，学長から報告が

あった。 
・学生国際会議（ISCIU）の名称及び開催回数について，増澤評議員から質

問があり，尾﨑理事から報告があった。 
・ポートフォリオについて，増澤評議員から質問があり，太田理事から報告

があった。 
 
 
Ⅲ 監事からの意見 

・平成29年度大学ポートレート事業参加に係る意向確認について，本学では今
年度は約70万円を負担しているが，実際には，ほとんどの高校において利用
されておらず残念に思われる。リクルートのカレッジマネジメントの調査結
果では，大学ポートレートを知っている高校教員は２割，利用したことがあ
る高校教員は１割というデータが記載されていた。各大学はかなりの金額を
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負担しているので，大学ポートレートの周知や利用促進について，アンケー
ト調査などが実施される際には，積極的な意見を述べていただきたい。 

 
 
Ⅳ その他 
     教育研究評議会会議資料の公開について 

  学長から，資料の公開について，以下のとおり確認があった。 
  非公開：資料２  それ以外は全て公開する。 

 
   次回 教育研究評議会開催 

  ６月８日（木） １４時００分から 
 
 


